
　

　　　　高知県立精神保健福祉センター　　
　　　　（高知きこもり地域支援センター）　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山﨑　正雄

ひきこもり地域支援センター
の取り組み

（高知県の場合）



ひきこもり地域支援センターの活動

　①　相談支援（窓口周知）
　②　居場所づくり
　③　連絡協議会・ネットワークづくり
　④　当事者会・家族会開催
　⑤　住民向け講演会・研修会開催

　その他

　　　　関係機関の職員養成研修
　　　　　　（都道府県・指定都市は必須）
　　　　サポーター派遣・養成

　※管内市区町村への後方支援事業（都道府県は必須）　　



個別面談・カウンセリング
　　　（本人・家族・支援者）



居場所づくり
　　（本人・家族）



ピアサポートセンター



高知県ひきこもり地域支援センター

（高知県立精神保健福祉センター）

ひきこもりの相談は高知市の住民からが８割



保健所、市町村に相談窓口を・・・

　ひきこもり支援を地域で・・・　　　　

ひきこもり地域支援センターだけでは
全県域をまんべんなく・・・は難しい



ひきこもり支援のための講演会・研修会の実施



　　

　　　　

　　

　　

しかし・・・講演会、研修会だけでは、なかなか、
　　　ひきこもり支援の地域での活動に対する
　　　　きめ細かな支援にはならない・・・

市町村、地域での
事例検討会議の実施へ



市町村の課題

• 市町村がひきこもり相談窓口を設置したが・・・

「この支援でいいのだろうか」という支援者の不安

　　　

地域での支援を後押ししてくれる存在がほしい

　　　　（支援者支援を含めて）

専門的な見立て、具体的な関わりの方法を知りたい

地域でひきこもり支援に取り組む機関のネットワークが必要

　市町村のひきこもり支援をバックアップする存在が必要　　



地域でのひきこもり支援に向けて・・・
市町村、地域での事例検討

　　　　

市町村、サポステなど、地域でのケース検討
会議にＳＶとして参加



　何か問題が起こったときだけの開催では、ケース検討会議の

　結果、その後のケースへの支援がどうつながったか、支援への　

　考え方が良かったのかどうなのかも不明なままにもなりがち。

　一時的な対応だけでなく、その後の支援のマネジメントを

　意識した継続的、重層的な会議が必要。

　地域での継続した支援のためには、支援者同士の継続した

　つながりが必要。

　　　　　　　

　　継続した、定期的なケース検討会議の実施へ
　　　　　

ひきこもり地域支援センターの求められる役割　

　　「ケース検討会議」での助言・スーパーバイズ　だが・・・



継続してひきこもりのケース検討会議を実施している市町村
（R5）

【その他】

若者サポートステーション　　
（年５回）



保健所を中心とした、圏域ネットワークの構築

　地域の課題に応じて、地域支援をすすめていく必要性
　ひきこもり地域支援センターだけでは、県内全域への地域支援は

　　　難しい

Ｒ３年度～

　　　　各保健所主催での圏域連絡会・研修会等の実施

　　　　　　　　　⇒ ひきこもり地域支援センターから後方支援



ひきこもり支援の難しさ



地域で出会う『ひきこもり』

市町村では、
様々な部署でひきこもりの方に出会う可能性があります

『ひきこもり』
ライフステージの
様々な場面で起こ

りうる

『ひきこもり』だけじゃなく、
生活困窮、高齢化、虐待、依存、

自殺など
　複合的な課題　　　　

本人 世帯全体

さまざまな分野への支援が必要



そもそも、
ひきこもり事例は一つひとつ

違う



ひきこもり事例検討会議の課題　①

・そもそも、ひきこもり支援のスタッフは多くない
・さまざまな事例、複雑困難な事例を
　　　　　一人で抱え込まざるをえないことも・・・
・事例の「変化」「進展」はスムーズに進まない
　　　時間がかかる、ストレスがかかる・・・
　
　事例検討しようにも、会議に事例を提出
　　するのに、エネルギーが必要・・・
　（あんまし支援が進んでないし・・・
　　　事例提出しても、変化もないし・・・
　　　　　提出しても、責められる・指摘される・・・）



・ひきこもりケースの理解が偏りがち（一面的）

・なんとかして「問題解決」に導こうとしがち

・「できること」を求めて、現実的な解決を求めがち

　　就労や就学、福祉サービスなど、既存の社会

　　資源や制度の中で支援を組み立てがち

・ケースに関わっている一部の支援者が中心で、

　関わっていない人は傍観者になってしまいがち

ひきこもり事例検討会議の課題　②



「ひきこもり」の事例検討だけでは難しい

　　　　そもそも、検討会議は何のために？

何とかして、解決法を見つ
けることだけでいいの？

つなげれば「ゴール」とは
限らない

息の長いレースをいっしょ
に歩んでいくことも大切

いっしょに歩んでくれる
支援者同士の仲間づくり

も大切



さまざまな生きづらさを抱える人を、もっと多面的に
考えなければいけないのではないか？

医療や既存の社会資源につなぐこと、就労支援に
つなぐことがゴールでいいのか？
“支援者”の考える「問題解決」が、そもそも、
　ゴールなのか？

“支援者”自身が既存の枠から、解放されるべきで

はないのか？　支援者支援を含めて。

　　　　そのための人材養成を地域で・・・



支援者へのサポートの充実へ
（地域の人材養成・支援者支援）



地域での人材養成研修
　　　　市町村・地域の人材を養成する研修へ　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　

　ひきこもり地域支援センターが地方に出向き、人材養成研修
　を行う

　　どの地域でも、専門性を高め、継続した適切な支援

　　を実現するためには・・・人を育てる こと
　　　　　　　
　　県内のすべての
　　保健所職員、市町村職員、社会福祉協議会職員、教育関係職員、
     民間事業所職員などが
　　それぞれの地域で「人」支援を実践できるために



事例研究による
グループスーパービジョン

事例研究は、方針や方法を
定める事例検討とは異なり、
共感や提言・提案によって、
援助者自身の気づきやエン
パワメントにつなげ、援助
者のちからを育むことに重
点が置かれるものです。 

✕ 答えを導き出す   
○ 希望やヒントを生む 

事例検討



県内いくつかの
ブロックに分け、
身近なブロックで

研修を受けてもら
えるように実施

実際には、県内の
ブロックに関係なく、
日程があった
研修場所で

受けた支援者も
多かった



参加者はさまざま

精神保健福祉センター

保健所・福祉事務所

市町村

社会福祉協議会

自立相談支援事業所（生活困窮者自立支援）

障害福祉サービス事業所

就労・生活支援センター

ハローワーク・ジョブカフェ

地域若者サポートステーション

教育センター・教育研究所

児童相談所

医療機関

居場所支援者　　など

所属・職種等に関係

　なく、自由に意見を
出してもらう

事例を提出した人が
困っていることに対し
てアイデア出し。

アイデアは既存の枠
にとらわれない。

答えを出さない。
方針を出さない。
決めるのは、本人。



　　ひきこもり地域支援センター

　支援者へのサポート

地域の支援力の向上・
バックアップ

支援につながる
ネットワークづくり

人材養成研修

事例検討会議
への出席

支援者連絡会議

保健所等主催の
圏域連絡会や研修会への

支援



支援者・当事者・家族の
垣根を超えたネットワーク



　　「つながるフェスタ」　

本人も家族も支援者も一般市民も一緒に・・・



ご清聴ありがとうございました。


